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fig.0-1) 生活の中心の変化

fig.0-2) 下町ストックの定義

fig.1-1) 対象地域の定義
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CASE No.     　　　　　            TITLE 

Since  
Built in 
Designed by (X)*

*(K)=建築家
 (A)=アーティストを示す

Program

Program

ベランダを増築し室内化（書斎）+ベラン
ダ・１F玄関及び窓のアルミサッシを木製
建具へ変更

細い路地の中にあり、外観はほとんど
見えないが看板の設置のみ

倉庫を解体し、半屋外の外廊下的
空間を増築

変化なし

看板の設置（左）

アルミサッシを撤去し、木製建具と窓を
設置＋板張りの外装に変更

アルミサッシを撤去し、木製建具＋板張
りの外装に変更

締め切りだった２階窓部分に木製建具
を入れ窓として復活させる

変化なし

木製の建具を設置し大きく開口を確保

アルミサッシを木製建具に変更（右）＋
１F外壁に木製建具の窓を追加（左）＋
タイルの一部を剥がしモルタルを露出

変化なし

アルミサッシを木製建具に変更

窓の格子を撤去（左から２戸目）

Pic
改修前

Pic
改修後
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紹介等G氏関与物件
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向島博覧会
2000

アートロジイ
(向島博覧会 2001)

向島ネットワーク

向島国際デザイン
ワークショップ

向島Year
2004

墨東まち見世
2009

３９アート
in 向島

すみだ向島
EXPO 2020

アーティスト・イン・空き家
2002

すみだ向島
EXPO 2021

向島学会 2006 : NPO法人化専門家集団
SONOTA

川の手倶楽部
(1988-2003)

京島まちづくり計画
（大枠）

密集事業開始
（京島地区整備計画）

コミュニティ住宅
第一号建設

地元住人及び町内会の強い反発を受け
事業は一時ストップするが、その後
2000年までに合計 13棟の
コミュニティ住宅が建設される

東京スカイツリー竣工 京島３丁目の長屋群（10棟 29戸）の解体が決定

木密地域不燃化
10年プロジェクト選定

G氏が京島に
移住

2008

CASE.01
爬虫類館分館

CASE.13
旧邸稽古場

設立（不動産管理）

京島長屋連絡会設立

影響

京島長屋 82日プロジェクト

幅員6~8m道路整備 780M、幅員４m道路整備 1875Mの道路拡幅が行われ、
それに伴って用地買収された土地の長屋や戸建ては取り壊された。

向島国際デザイン
ワークショップ

2019長谷川逸子・北山恒が
講師を務めた

2009-2019 まで毎年開催

CASE.02
文花会館

CASE.05
旧邸

CASE.03
SheepStudio

CASE.7
平屋別館

CASE.06
ウラダナ

CASE.08
バーバーアラキ

CASE.04
uchidarina A

CASE.11
KAB

CASE.10
京島屋梅里

CASE.12
京島駅

CASE.09
共同木工所

CASE.14
踏切長屋

CASE.15
玉ノ井長屋

CASE.15
玉ノ井長屋

CASE.16
元お茶屋

物件を改修し、転賃借することを繰り返す

地域住人からなるまちづくり団体

「下町ストック」を利用した
アートイベント

「下町ストック」を再生・利用した
G氏の活動

行政主導の防災まちづくり

　1998 年の「向島国際デザインワークショップ」及び 2000 年の ｢向島博覧会｣ 以降、アーティストらによるアートプロジェクトとまちづくりワークショップを組み合わせた活動が向島エリア（現京島エ
リアを含む）では主体を変えながらも継続的に行われてきた。この動きは 2010 年に当時は映像クリエイターのG氏が商店街の一角の長屋をシェアカフェに改修して以来加速化し､ 2020 年からは「向島博
覧会」を引き継いだまちなか芸術祭 ｢すみだ向島 EXPO｣ が実施されている。

fig.2-1) 京島まちづくり年表

fig.2-2) 京島下町ストック活用プロジェクトマップ

fig.2-3)EXPOで展示会場として利用された「元お茶屋」

　G氏がこれまで管理運営に関与した物件について ｢手がけた時期｣ ｢竣工年｣ ｢用途｣ ｢空間デザインを手がけた人物」の４つの項目を
明らかにし、物件マップを作成した。物件の多くは築 70~100 年程度が経過しており､ 一般の業者には取り扱いが難しいものが多い。デ
ザインの特徴として､建物外観には大きな変更を加えず、街並みの保存に注力した設計を行なっていることがわかる。設計手法については、
改修の際に出た廃材や建具、前の利用者が残した家具等を次の物件の改修の際に転用するという手法を頻繁に用いており、資材や建具あ
りきで現場判断で空間の仕様を決定するブリコラージュ的な側面が強い点が特徴であるとわかった。

　以上、京島エリアのまちづくりに関する歴史に加えてG氏らの活動の変遷及びプロジェクトにおける改修デザインの特徴を調査するこ
とで、本計画の背景を明らかにした。G氏らは複数の「下町ストック」の改修プロジェクトやアートイベントを同時多発的・かつ連続的
に展開することで、地域の内外の人々を巻き込みながら余剰空間や余剰資材を有効な地域資源として読み替える活動を行ってきた｡ 資材
の転用やアーティストによる自主改修の動きは地域内外に新たな人間関係を構築する流れを生んでおり、改修行為を日常化したコミュニ
ティの存在は地域に対しても建物更新の好循環を生んでいる現状があると言える。こうした背景を踏まえ、G氏の依頼の元、１６個目の
物件にあたる「元お茶屋」の実施設計提案を行なった。
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過
渡
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転
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期

02.   「 下 町 ス ト ッ ク 」再 生 の 動 き     /    R e g e n e r a t i o n    m o v e m e n t 

日本では戦後の高度経済成長期以降、職住分離の動きが加速した。この

動きの中で住宅街ではプライバシーを守るための機能が重視されてきた

が、近年空き家等の建築ストックの増加や地縁に基づくこれまでのコ

ミュニティのあり方が変わってきていることから、豊かな暮らしに繋が

る近隣の住環境について再び議論を行う必要性が高まっている。本論で

は、年々増加し続ける建築ストックのうち、長屋や町工場、店舗併用住宅

などの特に都市の下町に普遍的に存在する低層建築を ｢下町ストック｣

と名付け、これらの再生活用に豊かな近隣の創出に繋がる手がかりを見

出すことを目指す。



住まい
（滞在の拠点）

アトリエ
（制作の拠点）

ギャラリー
（発表の拠点）

異なる拠点を自由に
組み合わせて利用できる

滞在制作の拠点   / The Base for stay production

H社では、H社が管理運営を担う 17の物件それぞれに「住まい（滞在の拠点）」「アトリエ（制作の拠点）」「ギャラリー（発表の拠点）」を主とした異なる機能を持たせ、これらの複数の拠点を包括的に利用
できる滞在制作者向けサブスクリプションサービスの事業を 2022 年春の開始を目指し構想している。「元お茶屋」もこのプログラムに含まれる予定であり、1階は入居者を募集して店舗へ、2階以上は「住
まい（滞在の拠点）」となるシェアハウスにするためのリノベーションを行うことが求められた。

 
 
 

 

fig.6-1 )  プログラム概要図 fig.6-2)  設計要件

05.   プ ロ グ ラ ム     /    P r o g r a m

03.   敷 地 の 周 辺 環 境     /    S i t e   r e s e a r c h

2 0 m1 / 5 0 0
N

キラキラ会館
（京島第二集会所）

魚屋

たこやき屋

豆腐屋

酒屋

アパート

住宅

元お茶屋

八百屋

お茶屋

服屋

惣菜屋
喫酒店

惣菜屋

整体
カフェ

蕎麦屋

韓国料理屋

パン屋

美容室

元花屋

元ケーキ屋

元家具屋

元倉庫

元町工場

所在地 :
東京都墨田区京島３丁目
構造：重量鉄骨造
階数：地上３階建
敷地面積： 不明
建築面積：40.4㎡
延べ床面積：96㎡

SITE :
Kyojima,Sumida-ku,Tokyo
STRUCTURE：Heavy steel structure
NUMBER OF FLOORS : 3 stories
SITE AREA : not clear
BUILDING AREA ： 40.4㎡
TOTAL FLOOR AREA : 96㎡

SITE SITE

計画敷地はキラキラ橘商店街の中程に位置し、左隣に豆腐屋、向かいに魚屋とたこ焼きやが店を構えている。向かって右側の隣地では 2021 年 9月 -10 月に大規模な解体が行われ、今後の建設予定は不明
であるが敷地の大きさから５階建程度のマンションではないかと予想されている。

改修を行うのは、２年ほど前までお茶販売店を営んでいた鉄骨 3階建ての通称「元お茶屋」である。各種図面がないため、2021 年 9月に実測調査を行い現状図面を作成した。１階の手前の土間部分は店舗
として、１階奥と２階以上は住居として利用されており、構造は鉄骨造であるが長屋の作りとよく似ていることがわかる。屋上にはプレハブの倉庫が置かれ、鉄製のパーゴラが残っていた。

fig.3-1) 敷地周辺図 fig.3-2) 敷地周辺航空写真 上：fig.3-3) キラキラ橘商店街 / 下左：fig.3-4) お茶屋の隣地の豆腐店
下右上：fig.3-4) お茶屋の向かいのたこ焼き店
下右下：fig.3-5) お茶屋の向かいの鮮魚店

fig.4-1) 設計対象建物外観 fig.4-2) 設計対象建物内観

04.   現 状     /    P r e s e n t c o n d i t i o n

筋交い入りのサイコロ
状のフレームにネット
をかけ、植物を栽培し
ている。屋根は３つの
部材でブリコラージュ
的に設えているようだ。
集合住宅の屋上なので、
住人共同の屋上菜園か
もしれない。

01. サイコロ菜園

どちらが先に建てたの
か、お隣どうしで仲良
く向かい合うように建
つ。左はアルミ製フ
レームで工務店施工、
右は木製フレームで自
主施工のような雰囲気

カーボネートの屋根を
身につけている。

1 3. 仲良しコンビ
入念に目隠しが施され
ており露天風呂の可能
性も。目隠しは竹製、
小屋は木製で植物も植
えられいる。風流な日
本庭園風の庭があるの
かもしれないと想像さ
せるが、洗濯ハンガー

に物干しの可能性も。

1 6. わびさび露天風呂

大胆にも屋上の面積の
ほぼ半分をしめる大屋
根。木製だが丈夫そう
である。預かり物の洋
服を洗濯して干す場と
して利用しているのか
もしれない。一般家庭
の物干し台と比べると
やはり大きめである。

1 4. 大胆な大屋根・片流れタイプ

スチール製のプレハブ
倉庫と、山小屋風のお
手製小屋が置かれてい
るのかと思いきや、な
んと建物裏手に三角形
に増築された部分から
屋上に通じる屋外階段
を室内化した塔屋のよ
うだ。

2 1. 山小屋風塔屋

中央の赤い小屋は建物
と一体化した塔屋だ
が、正面から見ると後
設置のようでもある。
左手にはスチール製の
プレハブ物置があり、
植物も観測できる。如
何にもルーフガーデン
という佇まいである。

05. ルーフガーデン

外壁の一部は建物と一
体化しているようにも
見えるが、明らかに外
装材が違う。塔屋に外
壁を付け足すことで屋
上の室内空間を拡張し
たのだろうか。

2 0.　家型倉庫・塔屋一体タイプ 

ベランダから屋上に階
段を設置し、屋上小屋
を増設した模様。階段
の踏み板に物干し竿を
引っ掛けて器用に洗濯
物を干す工夫には脱帽
してしまう。

1 9. 　家型倉庫・ベランダ階段タイプ

屋根を一部撤去し、室
内から屋上に上がれる
塔屋と物干し台を設置
した例。屋上の落下防
止の柵は窓に設置され
た柵と同じデザインを
している。

1 0. 一畳物干し・塔屋タイプ 1 1. 一畳物干し・ベランダ階段タイプ

増築した様子のベラン
ダから屋上に向けた階
段を設置し、1畳ほど
の物干し台を手に入れ
ている。ベランダ・階
段・屋上は全てスチー
ル製で、一度に設置し
たことをうかがわせ
る。

0 8. ステージ物干し・屋外階段タイプ 

1 8. スポットライトを浴びた小部屋

通常だとベランダが設
置してある部分に壁を
立てて室内を広くした
と思われる。増築部分
のみトタンの色が鮮や
かで、スポットライト
を浴びたよう。

２軒長屋の一軒分の屋
根の上に乗っている、
ステージのような大き
な物干し。日賀し・月
貸しの寝具店の看板が
出ていたので、商品の
寝具を干すのに利用し
ていたのかもしれない。

02. バッティングセンター風菜園

まるでバッティングセ
ンターのように、屋上
いっぱいにネットを張
り巡らせた広々とした
屋上菜園。フレームは
柵に固定した単管パイ
プで作られているよう
に見える。

06. 屋上庭園

03. 二刀流菜園

こちらも単管パイプで
組んだフレームにネッ
トをかけて菜園として
利用している模様。フ
レームは箱型にせず、
一面を解放する工夫
も。路上からは見えず
らい位置にスチール倉
庫も置かれた、二刀流
菜園である。

既製品のフェンスパネ
ルを、屋上の柵に緊結
している模様。ネット
をかけていないことか
ら、カラス等に食べら
れる恐れのある野菜で
はなく花を育てている
のではないだろうか。

0 9. ステージ物干し・ベランダ階段タイプ

地表面から鉄骨の柱を
伸ばし、既存の家を覆
うように屋根面いっぱ
いの屋上を載せている
事例。ベランダ・階段・
屋上は同じ素材で、一
度に施工した様子。屋
上の増築が、住戸全体
の耐震補強にもなって
いる様に見える。

1 5. 大胆な大屋根・ヴォールト風

大胆にも屋上の面積の
ほぼ半分をしめる大屋
根。木製だが丈夫そう
である。預かり物の洋
服を洗濯して干す場と
して利用しているのか
もしれない。一般家庭
の物干し台と比べると
やはり大きめである。

0 7. ステージ物干し・テラスタイプ

２階のベランダから利
用できるよう、一階の
倉庫（？）の平屋の上
に置かれたステージの
ようなテラス。平屋の
2階を増築せず、採光
や屋外空間の確保を優
先している様子に、屋
外空間の重要性がわか
る。

鉄骨フレームと金属屋
根のきちんとした作り
の小屋には、洗濯機と
小さな棚とパイプ椅子
が一列に並んでおり、
バス停のような雰囲気
を醸し出している。

1 2. バス停風ランドリースペース

窓のある比較的大きな
小屋が置かれている
が、注目すべきは屋根
に載せられた２本の
バーである。バーから
柵にワイヤーが伸びて
いる様子が確認でき、
強風等で小屋が飛ばさ
れることを防ぐための
工夫と思われる。

1 7. 固定法に工夫あり

04. コラージュ菜園 

単管パイプで作られた
フレームに、園芸用支
柱を垂木のように載
せ、壁面にはポリカー
ボネート波板を活用
と、コラージュのよう
に様々な材料を利用し
ている。ネットでフ
レームを覆っているた
め、菜園と認定。

屋上庭（菜）園
ROOFTOP GARDEN

洗濯物干し場
LAUNDRY-DRYING PLACE

倉庫
STORAGE

「京島屋上小屋図鑑」　/

屋根/ r o o f
＋

壁 /w a l l
＋

構造/ s t r u c t u r e

箱 / BOX

（屋根/ r o o f）
＋

構造/ s t r u c t u r e

(覆い/ c o v e r )
＋

構造/ s t r u c t u r e

「屋上小屋」の中で最も多く遭遇できる。特に
規模の大きな建物の陸屋根によく発生し、既
製品のプレハブ倉庫を置いただけのものと、

るものも多く、倉庫ではなく居室の可能性も。
特に興味深いと思ったもののみカード化した

フレームにネットをかけるだ
けの、最も簡易な「屋上小屋
」である。植物だけでなく、
鳥避けのネットも風景に豊
かな「緑」をもたらしている
点が興味深い。

「屋上小屋」の中では生活に最も必要な空間であり、切妻や寄棟屋
根であってもおかまいなしに増設している様子にも遭遇できた。デ
ザインに創意工夫が見られるものもいくつかあり、家主のこだわり
を感じられる個性的な風景を演出している。

屋上に新設する風呂小屋は商店街から視認できるため、風呂小屋をこの改修のシンボルとして地域住人や来訪者の
目にとまるアイコニックな存在にすることを考えた。京島の街を見渡すと屋上にはバリエーションに富んだ「小屋」が
存在していることに気がつき、路上から観測できる範囲内でサンプルを収集し、特に個性的なものの特徴を記述した
「京島屋上小屋図鑑」を作成した。これを見ると、屋根があるもの、ないもの、セルフビルド風の個性的なデザインの
もの、既製品のスチール倉庫を置いただけのものなど多様なデザインが存在することや、こうした屋外空間を豊かに
使う工夫が街並みに多様性を付与していることがわかる。
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　The Kyojima's "ROOFTOP SHEAD" samples

07.   サ ン プ リ ン グ リ サ ー チ    /    S a m p l i n g   r e s e a r c h   f o r   d e s i g n



①日常使いの風呂
商店街の空気感を感じながら入浴 入浴中のお客様を主人がおもてなす

③屋台風呂
風呂小屋の中から主人がお客様をおもてなす

（複数人のおもてなし）

カウンターテーブル

角形鋼管 90角

溶融亜鉛鉄板
小波 t=3mm

洗面カウンター＆シンク

11.    風 呂 小 屋 図 解   /   " B a t h   s h e d "   i l l u s t r a t i o n

開閉できるテント屋根

12.   多 様 な 使 わ れ 方    /   V a r i o u s   a c t i v i t i e s 

②茶室風呂

［07.サンプリングリサーチ］にて発見・収集した「屋上小屋」に設計の手がかりを見出し、屋上に多目的に利用できる「風呂小屋」を提案する。３Fリビングと内外を一体的に活用できる三角

形平面を採用し、京島エリア内の多くの増築風呂に習い脱衣所と浴室が直線動線で結ばれ、一体化した構成とした。浴槽周りにはカウンターテーブルを設け、風呂としてだけでなく、茶室や屋

台に見立てた利用が可能な多目的な小屋を構想している。

物件が「元お茶屋」であることや、施主の家族が茶畑を営んでいることなどから、茶室のように見立てた風呂小屋を設計する方針を初期に定め、スタディと協議を繰り返して形を決定した。

10.    シ ー ン イ メ ー ジ      /     S e a n   I m a g e s 

プロジェクトの特性上屋上の風呂小屋はシェアハウスで暮らす人だけでなく、他の物件に入居する滞在製作者や当事業に興味のある人、移住希望者などの来訪者を迎え入れもてなすための場としても利用でき、

その際の賑わいや活動が屋上空間から街にあふれ出すような場をつくることを目指した。風呂小屋にカウンターテーブルを設えることにより、小屋を茶室や屋台に見立てている。リビングキッチンと屋上空間

とを立体的に利用することでフレキシブルな利用が可能で、イベント会場にもなる。入浴の際はシャワーカーテンなどを使用する。

▲1/20模型写真：（左）３F屋上とテラスを一体的に活用している様子。（中央）浴槽の蓋がテーブルの役割を果たし、簡易キッチンのように使うこともできる。（右）手すりに簡易カウンターを設ける。



商店街への視界を大きく遮っていた
プレハブ倉庫と、腐食が進んでいた
鉄製のパーゴラを撤去。

２Fの押し入れは襖と上部の界壁のみ
撤去し、ロフトに再生する

お茶販売店で使用されていた造作の棚は
一旦撤去し、化粧柱は２Fに新設する
ロフトの造作に転用する。

１F、２Fの撤去した建具は
他の物件で転用できるよう
廃棄せず倉庫にストックする。

３Fリビングは、階下と立体的に空間を
繋げるとともに、開放感をもたらすため
天井と階段室の壁の一部および建具を撤去。

床の無垢材のフローリング仕上げは
既存のまま。

トイレは個室の扉と洗面台が
接触していたため、個室の壁を
撤去し洗面室と一体化した広い
空間に。

２F床の畳は撤去し、既存の
コンパネの上に新たに無垢の
杉板をのせ、オイル仕上げとする。

１Fはスケルトンにし、
テナント貸しする為床と
壁はほぼ全て撤去した。

08.   既 存 と 解 体   /   E x i s t i n g  a n d  D i s m a n t l e d

既存の押入れを活かし、中段はデスク
及び階段の踊り場として、上段は合板
を載せ少し横幅を拡張し、ベッドとして
生まれ変わらせた。追加した柱は間
仕切り壁の解体時に出た物を転用して
いる。

G氏の知り合いのHさんが、使っていないからとIKEAの屋外用
ソファ＆ベンチを提供してくれた。

部屋に広がりを持たせ、
階下と雰囲気を共有できるよう
既存の壁の一部と引き戸を撤去し
カウンターを設置した。

既存の鉄骨階段の、回り部分に合板を
被せ踊り場のように踏み板を拡張する。

新設する４段分のささら階段の
踏み板には、G氏が他の物件の
解体時に保管していた古材を
転用する。 キッチンカウンターの天板は、G氏

が他の物件の解体時にストックして
いたヒノキの一枚板を転用する。

シンプルな構成の間仕切り壁を挿入
する。下地材は天井の解体時に多く

建具は地元の建具やさんに発注する。

１Fの店舗と住居を分離する壁面は、
２Fの間仕切り壁と同じく廃材を転用したルー
バーにし、廊下に開放感をもたらす。１Fに入る
店舗の業態によっTE壁が必要NIなれば、ルーバー
はそのまま下地材として機能する。

既存の壁は残し、階段の入り口だっ
た開口部には京島の街並みから参照
した透け感のある素材をはめ込む。

京島の「下町ストック」活用によく
利用されている木製の建具をここに
も採用し、G氏のストックから選び
出した引き戸を設える。建具の寸法
に合わせ、壁を新設する。

新設するロフトの構造には、床
の間に利用されていた個性的な
化粧柱を転用する。

新設するロフトの構造には、
１Fのお茶販売店で使用されていた
商品棚の化粧柱を転用する。
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09.  エ レ メ ン ト の 付 加    /   A d d  e l e m e n t s


